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い
や
し
な

わ
か
ま
ち
歴
史
精
訪
、
足
も
と
の
文
化
遺
産
へ
の
請
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
別
展
　
義
侠
の
人
～
天
田
開
三
と
品
川
台
場
展
～

会
　
期
　
1
0
月
1
日
（
木
）
～
日
月
2
9
日
（
日
）

甲
州
都
留
郡
墳
村
に
生
ま
れ
、
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
、
品
川
台
場
の
建
設
や
伊
豆
下

田
ほ
か
各
地
の
災
害
救
援
な
ど
、
多
く
の
事

業
や
社
会
活
動
を
行
い
、
「
義
侠
の
人
」
と
称

え
ら
れ
た
天
野
聞
三
の
事
績
を
紹
介
し
ま
す
。

天
野
開
三
は
、
甲
斐
国
都
留
郡
現
村
（
現
都

留
市
境
）
の
名
主
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
若

い
こ
ろ
か
ら
敏
活
豪
放
で
知
ら
れ
、
甲
州
に

留
ま
ら
ず
江
戸
、
相
模
、
伊
豆
方
面
で
廻
船

業
や
薪
炭
商
な
ど
を
経
営
し
、
事
業
を
広
げ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
関
係
で
、
当
時
郡
内

地
方
を
統
治
し
て
い
た
伊
豆
韮
山
代
官
の
江

川
太
郎
左
衛
門
英
龍
（
担
庵
）
ら
と
親
交
が

あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
嘉
永
6
年
（
1
8
5
3

年
）
の
品
川
台
場
（
砲
台
）
建
設
の
際
に
は
、
石

材
の
調
達
や
人
足
の
手
配
な
ど
を
請
け
負
い
、

1
8
万
5
千
両
と
も
い
わ
れ
る
巨
額
の
工
事
金

を
得
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

害
の
救
援
な
ど
、

社
会
救
済
事
業
に

惜
し
み
な
く
注
ぎ

込
、
み
ま
し
た
。
特
「

開
三
は
、
そ
れ

ら
の
事
業
に
よ
っ

て
得
た
私
財
を
、

各
地
に
お
け
る
災

に
、
安
政
元
年

（
1
8
5
4
年
）

の
大
地
震
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た

伊
豆
下
田
（
現
静

岡
県
下
田
市
）
に
、

【
用
語
説
明
】

※
義
侠
と
は
、
正
義
を
重
ん
じ
て
、
強
い
者

を
く
じ
き
、
弱
い
者
を
助
け
る
こ
と

※
敏
活
豪
放
と
は
、
頭
の
働
き
や
行
動
が
す

ば
や
く
、
ま
た
度
量
が
大
き
く
、
大
胆
で

細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と

※
廻
船
と
は
、
港
か
ら
港
へ
旅
客
や
貨
物
を

運
ん
で
回
る
船
の
こ
と

※
薪
炭
と
は
、
薪
や
炭
な
ど
の
燃
料
の
こ
と

米
5
0
0
俵
や
鍋
、
布
団
な
ど
の
大
量
の
救

援
物
資
を
贈
っ
た
こ
と
は
「
天
野
鍋
」
の
故
事

と
と
も
に
「
義
侠
の
人
　
天
野
開
三
」
と
し
て

現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
明
治
維
新
を
挟
ん
で
、
近
世

江
戸
時
代
か
ら
近
代
へ
と
社
会
が
変
動
す
る

な
か
、
積
極
的
に
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
、

郷
土
に
と
ど
ま
ら
ず
江
戸
・
相
模
・
伊
豆
な

ど
広
い
地
域
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
天
野

開
三
の
事
績
を
紹
介
し
、
時
代
の
変
化
に
臨

ん
だ
郷
土
の
人
々
の
姿
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
5
0
分
ま
で
）

特
別
展
　
観
覧
料

一
般

高
・
大
学
生

小
・
中
学
生

6
0
0
円
（
4
2
0
円
）

4
0
0
円
（
2
8
0
円
）

2
0
0
円
（
1
4
0
円
）

※
（
　
）
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
増
田
誠
美
術
館
の
観
覧
料
は
通
常
料
金

（
特
別
展
観
覧
料
の
半
額
）
で
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
増
田
誠
美
術
館
と
共
通
券

で
す
が
、
増
田
誠
美
術
館
か
ら
特
別
展

へ
入
館
す
る
場
合
は
、
差
額
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
ま
す
。

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

税
目
の
翌
日

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
℡
（
4
5
）
8
0
0
8

増
田
誠
美
術
館
企
画
展

「
増
田
誠
の
版
画
」

～
石
版
画
・
特
殊
版
画
の
世
界
～

増
田
画
伯
は
、
旧
約
聖
書
や
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
題
材
に
し
た
作
品
や
ト
ラ
ン
プ
の
王
様

や
王
妃
を
擬
人
化
し
た
作
品
な
ど
、
数
多
く

の
版
画
や
油
彩
を
制
作
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
中
か
ら
版
画
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

会
　
期
　
1
0
月
3
日
（
土
）
～
日
月
1
5
日
（
目
）

会
　
場
　
増
田
誠
美
術
館
（
ふ
る
さ
と
会
館
2
階
）

※
日
月
2
日
（
月
）
は
、
文
化
祭
期
間
中
に
つ

き
臨
時
開
館
し
ま
す
。

（
作
品
の
紹
介
）

十
戒
は
、
神

が
モ
ー
ゼ
に
与

え

た

と

さ

れ

る
1
0
の
戒
律
で

す
。
モ
ー
ゼ
の

十
戒
、
十
の
言
葉
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
増
田
誠
大
賞
」
入
質
作
品
展

会
　
期
　
1
0
月
3
日
（
土
）
～
1
7
日
（
土
）

会
　
場

○
特
別
賞
受
賞
作
品
　
ふ
る
さ
と
会
館
2
階

○
入
選
作
品
　
ふ
る
さ
と
会
館
1
階

観
覧
料
　
無
料

※
増
田
誠
美
術
館
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

共
通
事
項

開
館
時
同
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
5
0
分

休
館
日
　
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

℡
（
4
5
）
8
0
0
8


